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本題に入る前にシラウオの紹介をしておきましょう。

シラウオ属の姿はアユなどのシラス幼生期のものに似

ています。これは幼生期の姿を残したまま親となった

（成熟）もので、幼形成熟とよばれる現象です。シラウ

オの場合は、キュウリウオ科に近縁な祖先種が進化の過

程で幼形成熟化したものと考えられています。

日本で知られているシラウオの仲間は以下の４種と

なっています。

今回のテーマである「シラウオ」はサケ目シラウオ科

シラウオ属に属し、東シベリアから朝鮮半島、中国まで

分布、日本でも北海道から九州北部までの汽水域周辺に

生息、同じシラウオ属には、日本固有種で青森県以南か

ら和歌山県の太平洋岸にのみ分布する「イシカワシラウ

オ」があります。

また、体長15cmほどにもなる大型の種類で、有明海

と朝鮮半島に分布、絶滅危惧種に指定されている「アリ

アケシラウオ」、さらに、世界でも有明海に注ぐ筑後川

と熊本県の緑川と支流の浜戸川だけに生息、丸い頭とず

んぐりした体型でシロウオに似ている「アリアケヒメシ

ラウオ」の４種です。

さて、本題に入りま

しょう。

なぜ、シラウオの産卵調

査を始めようとしたのか？

そのきっかけは2004年

に発生した魚体の小型化と

著しい資源の減少でした。

図１に00～05年までのシ

ラウオ魚体重の推移、図２

に小川原湖におけるシラウ

オ漁獲量の推移を示した。

04年の魚体重の成長は８

月以降、例年の半分程度で

推移、また、９月１日解禁

と同時に規定量を採捕する

ことができないことや小型

のため価格が安いため、９

月下旬から10月上旬まで

休漁を余儀なくされまし

た。その後も２月から８月

までシラウオに限り禁漁措置を取ったことで04’の漁獲

数量は前年の13％、金額は38％程度に止まりました。

以上のようなシラウオの成長不良と漁獲の減少によ

り、産卵及び産卵数量の減少が懸念されたため、漁

協船曳網部会・青年部を中心に産卵場調査を行うこと

となりました。

小川原湖におけるシラウオの産卵場調査は過去に多く

の研究者によって行われたようであるが、卵を発見する

ことはできなかったと聞いています。今回の調査にあ

たっても初年度は手探りの状態であったが、幸いなこと

に宍道湖で行われた調査（藤川他、2003）を参考に実

施することができました。

調査場所と方法

宍道湖では、水深の浅い（0.2～２m）底質が砂及び

礫の場所で卵が確認されていることから、小川原湖の場

合でも水深１～５mで底質が砂の場所９地点を設定した

（図３）。卵の採取は底質、底生生物調査で用いられてい

るエクマン採泥器（15×15cm２）を使用しました。

シラウオ卵は卵径0.8mm位なので0.5mmの篩で余
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図１　00’－05’年におけるシラウオ魚
体重の推移
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図２　小川原湖におけるシラウオ漁獲
量の推移（89’－04’） 図３　調　査　点
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分な砂を除去し、残った卵を食紅で染色後、検鏡し種類

を判別します（写真１～３）。

卵の判別は、北海道立中央水産試験場　山口幹人氏、

青森県内水面研究所　長崎勝康氏の協力を頂き、シラウ

オ卵は卵中央から糸状の付着基質（写真４）をもってい

るもの、ワカサギはお碗型で膜状の付着基質（写真５）

をもっているもので判別できます。

結 果

2005年に小川原湖で初めてシラウオ卵を確認したが、

今回は2006年の結果について報告いたします。

図４にシラウオ卵の平

均出現数、表１に調査点

別の出現数を示しました。

４／21～７／６までの

間計10回の調査を行いま

した。シラウオ卵が確認

されたのは５／12であっ

たことから５月上旬頃に

産卵が開始されたものと

考えられました。

以降は次第に採取地点

と卵数は増加し、６／１

にはほとんどの調査点で卵が確認されました。

期間中の平均出現数で最も多かったのは６／８の㎡あ

たり1,190個でした。

地点別ではSt.3（岩の崎：１m）の10,266個で、昨年

の６／６三沢キャンプ場前で採取された卵（1,111個／

㎡）の約９倍となっていました。

期間を通して多く出現している場所はSt.3（岩の崎）、

次いでSt.1（八幡平）、St.4（三沢海水浴場）、St.9（中

志）の順となっており、湖東側の水深１mの場所でした。

なお、期間の後半になってこれまで卵の数が少なかっ

た、St.7（山の神）、St.8（浜台）で㎡当たり1,000個を

写真１　砂の採取 写真２　卵の染色 写真３　万能投影器で種判別

写真４　シラウオ卵
卵中央から出る糸状の付着基質で砂等
に付着（升目の一辺は１mm）

写真５　ワカサギ卵
お碗型で膜状の付着基質で石・流木・
水草等に付着

表１　平成18年シラウオ産卵調査結果 ※太枠はm２当たり1,000個以上
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私は現在むつ水産事務所に勤務し、主に漁業許可、漁

船登録事務などを担当しています。この地に赴任してま

もなくの頃、地元の漁業士会員と懇談した際、「春先に

アンコウがたくさん網に入るが値段がkg当たり200～

300円と二束三文だ。冬場になるとkg当たり1,500～

2,000円で、大型になると一匹２万円にもなる。安いア

ンコウを獲るのは『もったいない』。なんとかならない

か」という相談を受けたことがあります。その後、キア

ンコウさし網漁業許可を検討することになり、資源管理

上の観点からキアンコウのことを調べ始め、管内の漁業

関係者の協力を得て標識放流を行っています。ここでは

キアンコウの謎探求について紹介します。

一般に「アンコウ」と呼ばれていますが、本県で漁獲

される「アンコウ」は分類上「キアンコウ」という種類

です。また、東シナ海などに分布する分類上「アンコウ」

という種類もあります。キアンコウは日本周辺に広く分
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超える多くの卵が確認された。シラウオは多回産卵を行

うとされており、回遊しながら産卵を繰り返しているも

のと考えられました。

水深毎に調査した結果では、総じて深い場所（３m・

５m）では卵が少ない傾向にありました。

図４に平均産卵数と水温との関係を見てみました。

産卵は10℃以上に達した頃から始まり、15℃～20℃

の範囲で盛期となる傾向にありました。

以上のことから、2006年に

おけるシラウオの産卵は、５

月上旬に水温が10℃以上に達

した頃から始まり、５月下旬

～６月上旬の水温が15～20℃

の範囲で産卵のピークを迎え、

６月下旬に終了したものと思

われました。また、主たる産

卵場所については、湖東側で

はSt.2～３（八幡平（中瀬付

近を含む）～岩の崎）に至る

場所、西側ではSt.7～８（中志～山の神周辺（北瀬・大

崎？））に至るいずれも水深１m程度の砂地と考えられ

ました。

写真６は６／８に採取されたシラウオの発眼卵、写真

７はシャーレ内で偶然にふ化した仔魚ですが、この卵の

産卵日を推定（丹下、1968）すると、５／25に産卵さ

れたものと推定され、産卵後２週間程度でふ化に達する

ものと考えられました。

以上、小川原湖でのシラウオ卵発見をきっかけに初期

生態が徐々に解明されつつあり、将来の保護対策に向け

た取組みへの第一歩を踏み出すことができました。
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写真６　ふ化直前のシラウオ卵（採
取日６／８）黒い２つの点は目

写真７　シャーレ内でふ化した直後
の仔魚（標準体長４mm）
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図４　シラウオ卵の平均出現数


